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熊本市中央区九品寺1丁目11-4
熊本県教育会館事務局

一
般
財
団
法
人

熊
本
県
下
に
甚
大
な
被
害

震度７が
２度も襲う！
震度７が
２度も襲う！

熊
本
地
震

（４）　第84号平成28（2016）年７月５日

平成28年度事業計画
４面

１
． 

会
館
の

　
　

財
政
・
管
理
運
営
に
つ
い
て

⑴
熊
本
地
震
は
、
熊
本
県
教
育

会
館
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
そ
の
規
模
は
修

繕
・
改
修
と
い
う
程
度
で
は
な

く
、
会
館
の
維
持
、
運
営
に
つ

い
て
根
本
的
に
見
直
し
の
必
要

が
あ
る
大
き
さ
で
す
。
そ
こ
で
、

熊
本
県
教
育
会
館
再
建
委
員
会

を
設
置
し
、
会
館
の
再
建
を
早

期
に
図
り
ま
す
。

⑵
熊
本
地
震
に
対
応
す
る
財
政

計
画
は
熊
本
県
教
育
会
館
再
建

委
員
会
で
協
議
を
進
め
ま
す
。

建
物
減
価
償
却
引
当
預
金
、
建

物
修
繕
引
当
預
金
を
取
崩
し
、

会
館
再
建
の
費
用
に
あ
て
ま
す
。

ま
た
、
公
益
目
的
実
施
事
業
に

つ
い
て
は
、
行
政
当
局
や
ユ
ー

ス
会
計
社
と
も
相
談
し
、
適
正

な
執
行
に
な
る
よ
う
に
努
め
ま

す
。

⑶
教
育
会
館
の
安
全
管
理
の
た

め
、
関
係
機
関
と
連
絡
を
密
に

行
い
保
守
体
制
を
堅
持
し
ま
す
。

会
館
の
再
建
に
伴
う
改
修
に
つ

い
て
は
、
大
規
模
改
修
検
討
委

員
会
で
の
意
見
も
踏
ま
え
、
熊

本
県
教
育
会
館
再
建
委
員
会
で

協
議
し
、
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
自
治
会

の「
地
域
指
定
一
時
避
難
場
所
」

の
指
定
を
受
け
、
災
害
時
に
地

域
住
民
に
施
設
の
一
部
を
提
供

で
き
る
体
制
を
行
政
当
局
と
も

相
談
し
な
が
ら
整
え
ま
す
。

⑷
一
般
財
団
法
人
熊
本
県
教
育

会
館
へ
の
移
行
趣
旨
を
基
に
、

定
款
に
従
っ
た
機
関
運
営
を
行

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
教
育
会

館
を
設
立
し
た
両
教
職
員
組
合

を
は
じ
め
、
教
職
員
の
諸
団
体

や
行
政
当
局
と
の
連
絡
を
密
に

行
い
な
が
ら
適
正
な
事
業
執
行

に
努
め
ま
す
。

⑸
個
人
情
報
保
護
の
重
要
性
を

踏
ま
え
、
法
令
及
び
そ
の
他
の

規
範
、
会
館
の
規
定
に
基
づ
き
、

個
人
情
報
を
適
切
に
取
り
扱
う

よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
会
館
の

会
員
管
理
は
会
館
内
に
設
置
し

た
熊
本
県
教
職
員
厚
生
情
報
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
行
い
ま
す
。

⑹「
教
育
会
館
ニ
ュ
ー
ス
」
を

発
行
し
、
教
育
会
館
設
立
の
目

的
や
現
状
を
全
教
職
員
に
知
ら

せ
ま
す
。ま
た
、教
育
会
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
情
報

の
開
示
と
発
信
に
努
め
ま
す
。

２
． 

保
険
共
済
事
業
に
つ
い
て

⑴
会
館
共
済
を
継
続
し
ま
す
。

熊
本
地
震
の
影
響
に
よ
り
平
成

28
年
度
は
、
例
年
の
よ
う
な
募

集
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
中
止
し
ま

す
が
、
そ
れ
に
代
わ
る
加
入
促

進
の
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

⑵
平
成
28
年
度
よ
り
始
め
た
個

人
保
険
の
団
体
取
扱
い
に
つ
い

て
は
、
事
業
の
安
定
・
拡
大
化

に
努
め
ま
す
。

⑶
熊
本
県
下
の
教
育
関
係
者
の

要
望
を
も
と
に
、
制
度
検
討
を

進
め
ま
す
。

３
．
教
育
文
化
事
業
に
つ
い
て

⑴
教
育
文
化
事
業
に
つ
い
て
は

制
度
検
討
委
員
会
で
協
議
し
ま

し
た
。
結
果
、
熊
本
地
震
の
影

響
を
考
慮
し
、
平
成
28
年
度
に

つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
対
応

し
ま
す
。

⑵
図
書
寄
贈
は
、
平
成
28
年
度

は
中
止
し
ま
す
。

⑶
８
月
開
催
予
定
だ
っ
た
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
「
こ
こ
ろ
ゆ
っ
た

り
講
座
」
は
中
止
し
ま
す
。
育

児
休
業
者
現
場
復
帰
支
援
「
カ

ム
バ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
」
を
11
月

９
日
（
水
）
に
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
会
場
が
教
育
会
館
で
あ

る「
パ
パ
マ
マ
広
場
」と「
ヨ
ー

ガ
教
室
」
は
、
会
館
再
建
の
状

況
を
み
て
再
開
し
ま
す
。

⑷「
教
育
会
館
学
校
寄
席
」
は
、

平
成
28
年
度
は
中
止
し
ま
す
。

ま
た
、「
熊
本
県
か
る
た
協
会
」、

「
日
本
将
棋
連
盟
熊
本
県
支
部
」

の
活
動
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

会
館
再
建
ま
で
中
止
し
ま
す
。

⑸
教
育
会
館
ロ
ビ
ー
を
活
用
し

た
「
ア
ー
ト
の
ひ
ろ
ば
」
は
、

会
館
再
建
ま
で
中
止
し
ま
す
。

⑹
教
職
員
の
電
話
相
談
室
「
レ

モ
ン
グ
ラ
ス
」
を
継
続
し
ま
す
。

ま
た
「
親
と
子
と
教
職
員
の
教

育
相
談
室
」、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ハ

ー
ト
ラ
イ
ン
く
ま
も
と
」
の
子

ど
も
電
話
相
談
活
動
（
現
在
休

止
中
）
を
支
援
し
ま
す
。

４
．
事
務
受
託
事
業
（
熊
本
県

教
職
員
厚
生
情
報
セ
ン

タ
ー
）
に
つ
い
て

⑴
生
活
協
同
組
合
く
ま
も
と
及

び
熊
本
県
教
職
員
組
合
と
の
業

務
委
託
契
約
に
基
づ
き
、
効
率

　育児休業中で現場復帰される際に、子どもを抱え大きな
ストレスを感じてらっしゃる先生に少しでも不安を解消し
てスムーズに現場復帰できるように、県教育委員会、公立
学校共済組合にご協力いただいて開催します。

日時 11月９日（水）　13:00 ～ 16:00
会場 火の国ハイツ　熊本市東区石原２丁目２番28号
内容 セミナー ◎育児等に関する諸制度の活用等について（予定）
　　　　　　  ◎現場復帰に伴う諸手続き等について（予定）
　　 ティータイム　◎質問や情報交換
対象 公立学校に勤務する教職員で育児休業を取得中または
　　 予定の方　70名　※託児もあります
申込 「教育会館ホームページ」に9月より申込方法を
　　 掲載予定（応募者多数の場合は会館共済加入者を優先いたします）

●熊本県教育会館（096・372・3800）担当（緒方・福永）

取
り
戻
す
た
め
、
と
も
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

４
月
14
日
（
木
）
21
時
26
分…

熊
本
に
震
度
７
の
激
震
が
走
り
ま

し
た
。
体
験
し
た
こ
と
が
な
い
大
き
な
揺
れ
、
続
け
ざ
ま
に
起
こ
る

大
き
な
余
震
、
不
安
な
思
い
で
深
夜
か
ら
翌
日
と
時
間
が
過
ぎ
て
い

き
ま
し
た
。
16
日
（
土
）
１
時
25
分…

再
び
震
度
７
の
激
震
が
！
（
本

震
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
前
震
と
な
り
）
こ
の
揺
れ
が
本
震
と
な
り

ま
し
た
。
震
度
７
が
２
回
も
続
く
と
い
う
こ
の
よ
う
な
地
震
は
、
予

想
外
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
死
傷
者
の
数
、
避
難
者
の
数
（
今
な

お
自
宅
に
帰
れ
ず
、
避
難
所
や
車
中
泊
の
方
々

…

）、
家
・
建
物
（
あ
の
熊
本
城
が…

）
や
道
路
・

橋
（
あ
の
阿
蘇
大
橋…

）、
田
畑
や
山
林…

身

近
だ
っ
た
も
の
の
甚
大
な
被
害
で
す
！　

教
育

会
館
も
甚
大
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
は
，
県
下
及
び
九
州
各
県
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

余
震
が
ま
だ
続
き
終
息
が
見
え
な
い
中
で
す
が
、
元
気
な
熊
本
を

～育児休業者現場復帰支援～

教育会館も甚大な被害

新
理
事
長
あ
い
さ
つ

　
今
年
度
４
月
よ
り
、
新
理
事

長
に
就
任
し
た
島
田
末
吉
と
申

し
ま
す
。
皆
様
方
に
は
日
頃
よ

り
一
般
財
団
法
人
熊
本
県
教
育

会
館
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
就
任
し
て
す
ぐ
に
熊

本
地
震
が
発
生
し
、
教
育
会
館

も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま

し
た
。
震
災
初
日
か
ら
会
館
に

は
地
域
の
方
が
多
数
避
難
し
て

来
ら
れ
、
今
村
専
務
理
事
と
泊

ま
り
が
け
で
対
応
し
ま
し
た
。

水
害
の
時
か
ら
一
時
避
難
所
と

し
て
活
用
さ
れ
る
な
ど
、
地
域

に
も
認
知
さ
れ
た
法
人
と
し
て

の
会
館
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
教
育
会
館
と
し
て
、

教
職
員
の
福
利
厚
生
や
教
育
文

化
事
業
、
地
域
へ
の
貢
献
な
ど

に
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
指
導
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

島田 末吉

的
な
組
織
・
運
営
体
制
を
構
築

し
、
財
務
の
健
全
化
に
努
め
ま

す
。

⑵
個
人
情
報
の
適
正
管
理
に
つ

１
．
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
会
館
の
再
建
を
最
優
先
課
題
と
し
て
、

早
期
の
経
営
安
定
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

２
．
一
般
財
団
法
人
と
し
て
の
機
関
運
営
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

基
本
と
し
定
款
の
規
定
に
従
い
ま
す
。

３
．
教
職
員
が
教
育
に
専
念
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
教
職
員

を
支
え
る
「
福
利
厚
生
関
係
団
体
」
相
互
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
事
業
計
画

い
て
は
、
法
令
及
び
諸
規
定
等

に
従
い
、
適
正
運
用
に
努
め
ま

す
。

カムバックセミナーカムバックセミナー

構造体はしっかりしており、１～４階の業務は続けています。
屋根、壁、5階、天井、タイル等が大きな被害を受けました。

地震対応の臨時理事会を５月10日（火）に、また定例の理事会、
評議員会をそれぞれ６月10日（金）、24日（金）に開催し、地震
対応を含めた事業計画・予算案を承認していただきました。

教育会館の諸事業の中止のお知らせとお詫び

このような状況ですので、アートのひろば（4～ 5、8月）、会館
共済32次キャンペーン（5～ 6月）、図書寄贈（7月）、メンタル
ヘルス講座（8月）、会館寄席（10月）は中止します。なお、パパ
ママ広場、ヨーガ教室は、会館が復旧しだい再開予定です。ま
た会議室の使用につきましても、ご迷惑をおかけしております
が、ご理解のほど、よろしくお願い申し上げます。

地域一時避難場所として　教育会館も受入

　４月14日（木）の前震の直後から、地域の方々の一時避難場所
として教育会館で受け入れを開始しました。４月16日（土）の本
震後は100名近くの方が避難し
てこられました。教育会館の屋
上外壁落下の危険が判明したた
めに受入は18日（月）からは中止
しましたが、一時避難場所とし
て地域のためにお役に立てたと
思っています。

屋上側面のコンクリート壁
が落下のおそれ。右のよう
な緊急対応を行う。

市・警察に連絡し通行止め
に。裏側の駐車場も一部使
用不可にして対応。

外からはワイヤーを張って
落下防止、内側はＬ字鋼、
鎖で固定し落下防止。

５階会議室の天井が崩壊。
現在もこの状態のまま。

西側外壁の亀裂状況。
内部にも同様の亀裂。

屋上エアコン室外機が破損。
７台を交換、修理。

先生のがんばり過ぎ度チェ～ック！先生のがんばり過ぎ度チェ～ック！
下記の質問にＹＥＳの先生は、是非お電話ください。

いつも怒らない様な
ことでカッと
なりますか？

家に帰り着きソファーでちょっと
休むつもりが、目が覚めたら夜中
だったことが
ありますか？

教育会館独自の相談窓口です。
専門の相談員にお願いしています。
上記以外でも、お気軽にお電話ください。 毎週火曜日　19 時～ 22 時

「ハートラインくまもと」

毎週火・水・金　９時～15時（電話・面談）

「親と子と教職員の教育相談室」の支援を始めました。
TEL 096-372-1525

子ども電話相談活動は現在休止中です。

「教職員電話相談室 レモングラス」
TEL 080-1737-0981

氏　名 区　分（所属 等） 備考

大塚　敏彦 全体区分 （熊本県教育庁） 

緒方　公 〃 （熊本市教育委員会） 

西村　登 〃 （熊本県小中学校長会） 

小林　博 〃 （熊本県公立高等学校長会） 

松本　克己 地域区分 （南阿蘇西小学校） 

丸野　純哉 〃 （尾ノ上小学校） 

久木田絹代  （合志中学校） 

上杉謙一郎  （南ヶ丘小学校） 

山口恵二郎 〃 （熊本県立盲学校） 

青木　栄 〃 （熊本県高等学校教職員組合） 

光永　新治 〃 （小中学校退職者） 

小林　敏夫 〃 （県立学校退職者） 

野田　実 全体区分 （元理事長） 

岩田　智子 〃 （元理事長、県議会議員） 

平江　佳幸 〃 （前理事長、荒尾第四中学校） 

赤塚　敏 〃 （元副理事長） 

今村　良博 地域区分 （熊本県教職員組合） 専務理事

竹田　妙子 〃 （西合志南小学校） 

西嶋　正 〃 （熊本県教職員組合） 副理事長

島田　末吉 〃 （熊本県教職員組合） 理事長

石井　雅臣 〃 （熊本県高等学校教職員組合） 副理事長

水谷　博子 〃 （玉名高等学校） 

田川　勝也 〃 （小中学校退職者） 

正林　民雄 〃 （県立学校退職者） 

吉永賢一郎 全体区分 （公認会計士） 代表監事

真嶋　郁子 地域区分 （大津小学校） 

須藤　哲郎 〃 （三角中学校） 

石原　哲也 〃 （熊本支援学校） 

名島　弘和 〃 （小中学校退職者） 

嶋田　久義 〃 （県立学校退職者） 

評
議
員

理
事

監
事

評議員、役員（理事・監事）  平成 28年 7月 5日現在



県
小
中
学
校
小
倉
百
人
一
首
か

る
た
競
技
大
会
」
を
後
援
し
ま

し
た
。
今
年
も
県
下
各
地
か
ら

多
数
の
参
加
が
あ
り
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

⑷
会
館
新
築
移
転
10
周
年
を
記

念
し
て
、
平
成
18
年
８
月
よ
り

『
教
育
会
館
ア
ー
ト
の
ひ
ろ
ば
』

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
熊
本
の

教
育
に
関
係
深
い
方
の
作
品
を
、

教
育
会
館
玄
関
ホ
ー
ル
に
展
示

し
て
い
ま
す
。

⑸
そ
の
他
の
教
育
文
化
事
業
と

し
て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
『
こ

こ
ろ
ゆ
っ
た
り
講
座
』
を
８
月

11
日（
火
）に
教
育
会
館
で
開
催

し
、
日
赤
熊
本
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
の
後
藤
由
美
子
先
生
の
ご

講
演
「
上
手
な
ス
ト
レ
ス
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
法
」
と
昼
食
で
ゆ
っ

く
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
17

名
で
し
た
。

　
育
児
休
業
者
現
場
復
帰
支
援

『
カ
ム
バ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
』を
11

月
11
日（
水
）に
火
の
国
ハ
イ
ツ

で
開
催
し
ま
し
た
。
県
教
育
委

員
会
学
校
人
事
課
の
谷
脇
参
事

の
ご
講
演
「
育
児
等
に
関
す
る

諸
制
度
の
活
用
に
つ
い
て
」
と

教
育
政
策
課
福
利
厚
生
室
の
石

﨑
参
事
の
ご
講
演
「
共
済
組
合

関
係
に
つ
い
て
」
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。
ま
た
参
加
者
の
方
々

か
ら
の
要
望
が
多
い
「
育
児
休

業
経
験
者
の
お
話
」
も
、
今
年

度
は
、
菊
池
支
援
学
校
の
松
村

教
諭
、
南
ヶ
丘
小
学
校
の
東
教

諭
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し

ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
参
加
者

は
73
名
で
、
託
児
は
58
名
で
し

た
。

　
教
職
員
及
び
教
育
会
館
周
辺

の
地
域
住
民
対
象
の
「
ヨ
ー
ガ

教
室
」
は
４
年
目
を
迎
え
、
参

加
者
も
増
加
し
好
評
で
す
。

　
ま
た
、
教
職
員
向
け
の
電
話

相
談
室
『
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
』
を

毎
週
火
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
18
歳
ま
で
の
子
ど

も
の
電
話
相
談
活
動
を
行
っ
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
ハ
ー
ト
ラ

イ
ン
』
は
、
現
在
は
休
止
中
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（２）　第84号平成28（2016）年７月５日（３）　第84号 平成28（2016）年７月５日

１
．
会
館
の

　
　

財
政
運
営
に
つ
い
て

⑴
会
館
の
基
本
資
金
で
あ
る
会

館
建
設
基
金
（
出
資
金
）
に
つ

い
て
は
、
出
資
依
頼
を
中
止
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
た

な
出
資
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
出
資
金
の
返
済
は
、
退
職

等
に
よ
る
返
済
が
４
３
３
人
、

４
，３
７
４
，０
０
０
円
で
し
た
。

こ
の
結
果
出
資
金
の
残
額
は
８

４
，３
２
９
，０
０
０
円
と
な
り

ま
し
た
。
出
資
金
の
寄
付
の
申

し
出
は
１
件
６
，０
０
０
円
で

し
た
。

⑵
地
代
家
賃
は
、
１
０
０
％
納

入
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑶
会
議
室
貸
料
は
、
前
年
と
比

べ
約
２
％
の
増
と
な
り
ま
し
た

⑷
保
険
共
済
事
業
の
集
金
手
数

料
は
、
前
年
よ
り
微
減
の
約
２
，

８
５
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

会
館
共
済
の
ほ
か
個
人
保
険
団

体
取
扱
い
の
手
数
料
も
含
ん
で

い
ま
す
。
教
育
会
館
の
特
別
給

付
金
は
、
年
間
給
付
額
も
落
ち

着
い
た
状
況
で
す
。

⑸
各
種
引
当
は
、
特
別
給
付
準

備
引
当
の
計
上
基
準
の
見
直
し

を
行
い
約
１
，２
０
０
万
円
、

建
物
修
繕
を
空
調
関
係
工
事
等

の
た
め
２
，５
０
０
万
円
取
り

崩
し
ま
し
た
。
記
念
事
業
準
備

に
２
０
０
万
円
、
セ
ン
タ
ー
関

係
で
シ
ス
テ
ム
改
修
に
２
０
０

万
円
、
機
器
引
当
に
50
万
円
を

引
当
て
し
ま
し
た
。

⑹
会
計
処
理
は
、
ユ
ー
ス
会
計

社
と
の
契
約
を
継
続
し
、
適
正

な
処
理
と
円
滑
な
執
行
に
努
め

ま
し
た
。

２
．
管
理
業
務
に
つ
い
て

⑴
夜
間
や
休
日
の
管
理
警
備
は
、

３
名
と
業
務
委
託
契
約
を
結
び
、

会
館
を
常
時
使
用
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

⑵
安
全
管
理
及
び
設
備
・
備
品

の
保
守
に
つ
い
て
は
、
保
守
契

約
を
結
び
適
正
に
行
っ
て
い
ま

す
。

⑶
災
害
の
未
然
防
止
と
万
一
の

災
害
に
備
え
る
た
め
、
年
２
回

の
防
火
対
策
委
員
会
を
開
催
し

て
防
火
管
理
組
織･

自
衛
消
防

組
織
を
編
成
す
る
と
と
も
に
、

災
害
発
生
時
の
避
難
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
５
月
26
日
の
避

難
訓
練
は
、「
白
川
校
区
５
・

７
町
内
と
合
同
避
難
訓
練
」
と

し
て
実
施
し
ま
し
た
。「
災
害

時
の
一
時
避
難
場
所
提
供
に
お

け
る
施
設
利
用
に
関
す
る
協
定

書
」
を
地
域
自
治
会
と
締
結
し

て
い
ま
す
。
起
震
車
で
の
地
震

体
験
を
行
い
ま
し
た
。
11
月
26

日
の
避
難
訓
練
は
、
火
災
発
生

に
よ
る
避
難
訓
練
と
、
消
火
器

を
使
い
、
火
災
発
生
時
の
初
期

消
火
の
た
め
の
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。ま
た
専
門
業
者（
ユ
ー

ジ
ー
防
災
設
備
）
に
よ
る
消
防

設
備
点
検
を
９
月
８
日
と
３
月

２
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

⑷
建
物
の
保
守
関
係
と
し
て
は
、

アートのひろばアートのひろば

１月度 松下佐代 洋画
２月度 藤本輝美 洋画

第10次　出品者　敬称略

そ
れ
ぞ
れ
１
０
６
件
、
１
６
５

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

４
．
教
育
文
化
事
業
に
つ
い
て

⑴
教
育
会
館
設
立
25
周
年
を
記

念
し
て
平
成
２
年
よ
り
始
め
た

図
書
券
の
寄
贈
を
継
続
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
27
年
間
で
県

内
の
べ
６
０
０
校
に
寄
贈
し
ま

し
た
。
今
年
度
も
寄
贈
校
29
校

全
て
を
訪
問
し
て
寄
贈
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
寄
贈
総
額
は

３
，２
７
０
万
円
で
す
。

⑵
教
育
会
館
学
校
寄
席
は
、
６

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。「
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
に
て
公
募
し
、
今

年
は
５
つ
の
学
校
（
１
つ
の
会

場
は
共
同
開
催
で
４
つ
の
公

演
）
で
開
催
し
ま
し
た
。
ど
の

学
校
か
ら
も
、
好
評
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

⑶
熊
本
県
か
る
た
協
会
及
び
日

本
将
棋
連
盟
熊
本
県
支
部
の
事

業
を
支
援
し
、
日
本
の
伝
統
文

化
や
芸
能
の
振
興
を
図
る
た
め
、

月
１
回
の
練
習
会
や
大
会
等
に

会
場
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま

す
。

　
２
月
21
日
に
は
熊
本
県
か
る

た
協
会
主
催
の
「
第
28
回
熊
本

立
体
駐
車
場
の
ボ
ル
ト
の
緩
み

対
策
は
、
年
１
回
の
業
者
点
検

等
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
非
常

照
明
バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
、
排
煙

窓
オ
ペ
レ
ー
タ
装
置
取
替
、
バ

ト
ン
用
リ
モ
コ
ン
取
替
、
中
水

槽
フ
ー
ト
弁
取
替
、
上
水
槽
清

掃
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
大
規
模
改
修
検
討
委
員
会
」

を
平
成
27
年
度
は
３
回
開
催

し
、
特
に
空
調
関
係
の
大
規
模

改
修
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し

た
。
空
調
関
係
大
規
模
改
修
に

つ
い
て
は
、
４
月
３
日
に
業
者

へ
の
現
場
説
明
会
を
開
催
し
、

13
日
に
「
大
規
模
改
修
検
討
委

員
会
」
で
業
者
選
定
の
検
討
を

行
い
ま
し
た
。
設
計
・
監
理
は

大
和
設
計
と
契
約
を
結
び
、
施

工
は
旭
電
業（
日
立
特
約
店
）と

契
約
を
結
び
実
施
し
ま
し
た
。

５
月
半
ば
か
ら
６
月
末
に
か
け

て
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

⑸
平
成
27
年
度
は
、「
教
育
会

館
ニ
ュ
ー
ス
」
を
例
年
の
７
月
、

12
月
の
２
回
発
行
し
、
会
館
の

事
業
等
の
広
報
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用

し
て
情
報
の
開
示
と
発
信
に
努

め
ま
し
た
。

３
．
福
祉
共
済
事
業
に
つ
い
て

⑴
発
足
31
年
目
を
迎
え
た
会
館

共
済
は
、
新
規
加
入
者
が
２
５

８
名
で
加
入
者
総
数
が
１
０
，

６
８
３
名
と
な
り
ま
し
た
。
前

年
よ
り
２
９
８
名
の
減
で
し
た
。

『
遺
族
生
活
給
付
金
共
済
（
生

命
保
障
）』
に
付
加
す
る
『
医

療
プ
ラ
ン
』
は
、
昨
年
度
よ
り

１
７
４
名
減
の
５
，１
７
０
名

と
な
り
ま
し
た
。『
介
護
プ
ラ

ン
』
は
、
昨
年
度
３
，３
０
６

名
か
ら
２
５
１
名
増
の
３
，５

５
７
名
と
な
り
ま
し
た
。

　
加
入
者
の
死
亡
に
伴
う
遺
族

生
活
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
平

成
26
共
済
年
度
は
、
死
亡
12
人

（
前
年
度
11
人
）
で
給
付
総
額

は
１
億
７
，８
０
０
万
円
で
し

た
。
ま
た
、
医
療
プ
ラ
ン
の
給

付
は
１
５
６
件
で
給
付
総
額
は

９
８
５
万
１
，０
０
０
円
で
し

た
。

　
会
館
の
特
別
給
付
金
は
、
年

間
給
付
額
が
約
１
，２
０
０
万

円
程
度
と
落
ち
着
い
た
状
況
で

す
。

⑵
会
館
共
済
Ⅱ
型
は
、
新
規
加

入
者
は
６
名
、
退
職
等
に
よ
り

52
名
の
減
で
加
入
者
総
数
は
66

名
に
な
り
ま
し
た
。

⑶『
傷
害
プ
ラ
ン
』
の
新
規
加

入
者
は
１
名
、
加
入
者
総
数
は

１
２
３
名
と
な
り
ま
し
た
。　

⑷
会
館
共
済
特
別
給
付
金
の
申

請
に
対
し
て
は
、給
付
の
適
正
・

迅
速
化
を
図
る
た
め
に
、
給
付

審
査
委
員
会
を
毎
月
２
回
開
催

し
、
半
月
毎
に
審
査
・
給
付
の

体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

⑸
共
済
事
業
の
制
度
や
運
営
の

あ
り
方
等
に
つ
い
て
は
、
制
度

検
討
委
員
会
で
検
討
を
行
っ
て

い
ま
す
。
30
次
よ
り
導
入
の
誕

生
祝
金
や
日
帰
り
入
院
は
好
評

を
得
て
い
ま
す
。

⑹
個
人
保
険
の
団
体
取
扱
い
に

つ
い
て
は
、
太
陽
生
命
は
10
月

よ
り
、
か
ん
ぽ
生
命
は
２
月
よ

り
開
始
し
、
27
年
度
末
現
在
で

５
．
事
務
受
託
事
業
（
熊
本
県

教
職
員
厚
生
情
報
セ
ン

タ
ー
）
に
つ
い
て

⑴
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
業
務
委
託
契
約
に
基
づ
き

教
育
会
館
が
運
営
主
体
と
な
っ

て
行
っ
て
い
ま
す
。
主
な
事
業

で
あ
る
小
中
学
校
関
係
教
職
員

の
利
用
代
金
（
生
活
協
同
組
合

く
ま
も
と
、
熊
本
県
教
職
員
組

合
、
教
育
会
館
）
の
請
求
及
び

収
納
に
つ
い
て
は
、
順
調
に
運

用
で
き
て
い
ま
す
。
各
団
体
間

の
連
絡
調
整
を
行
い
、
ス
ム
ー

ズ
な
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
教
育
貢
献
と
し
て
セ
ン

タ
ー
か
ら
も
教
育
文
化
事
業
の

図
書
寄
贈
の
費
用
を
一
部
負
担

し
ま
し
た
。
ま
た
平
成
28
年
４

月
よ
り
、「
ご
利
用
代
金
の
お
知

ら
せ
」
の
カ
ス
タ
マ
バ
ー
コ
ー

ド
利
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

⑵
個
人
情
報
の
適
正
管
理
に
つ

い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
基
本

規
程
に
基
づ
き
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
に
つ
い

て
は
、
教
育
会
館
の
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
規
程
及
び
セ
ン
タ
ー

の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
方
針
に

基
づ
い
て
適
正
運
用
に
努
め
て

い
ま
す
。セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
内
部

監
査
支
援
業
務
の
委
託
契
約
を

結
び
、
年
２
回
行
う
よ
う
に
し

ま
し
た
。
９
月
29
日
と
３
月
３

日
に
実
施
し
、
両
回
と
も
「
不

適
合
事
項
は
、
今
回
の
監
査
に

お
い
て
発
見
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。」
と
い
う
報
告
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
監
事
会
に
は
、
そ

の
内
部
監
査
支
援
業
務
の
結
果

報
告
、
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
５
月
10
日（
火
）に
、
熊
本
地
震

対
応
の
た
め
の
第
17
回
理
事
会

を
臨
時
で
開
催
し
ま
し
た
。
甚
大

な
被
害
が
あ
り
、
そ
の
規
模
は
修

繕
・
改
修
と
い
う
程
度
で
は
な
く
、

会
館
の
維
持
、
運
営
に
つ
い
て
根

本
的
に
見
直
し
の
必
要
が
あ
る
大

き
さ
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
そ
う
い
う
状
況
の
中
で
会
館

の
再
建
を
早
期
に
図
る
た
め
に

「
熊
本
県
教
育
会
館
再
建
委
員

会
」
の
設
置
を
決
め
ま
し
た
。

　
こ
の
委
員
会
で
は
、
今
後
の
会

館
の
維
持
、
運
営
を
見
通
し
た
建

物
再
建
及
び
そ
の
財
政
的
な
計

画
を
策
定
し
、
実
施
し
ま
す
。
再

建
委
員
会
は
、
会
館
設
立
の
関
係

団
体
よ
り
４
名
、
有
識
者
と
し
て

教
育
会
館
の
元
理
事
長
よ
り
２

名
、
理
事
長
及
び
専
務
理
事
の
計

８
名
で
構
成
し
ま
す
。

　
第
１
回
委
員
会
は
５
月
30
日

（
月
）
に
開
催
し
、
設
計
業
者
や

施
工
業
者
の
選
定
の
方
法
と
建

物
減
価
償
却
引
当
預
金
・
建
物

修
繕
引
当
預
金
を
取
崩
し
会
館

再
建
の
費
用
に
あ
て
る
こ
と
を
協

議
し
ま
し
た
。

　
第
２
回
委
員
会
は
６
月
８
日

（
水
）
開
催
し
、
設
計
・
監
理
業

者
を
決
定
し
復
旧
工
事
の
た
め
の

調
査
・
設
計
に
入
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
、
ま
た
調
査
で
被
災
状
況
が

被
災
度
区
分
小
破
以
上
と
予
想

さ
れ
る
と
き
は
至
急
報
告
し
て
い

た
だ
き
再
検
討
す
る
こ
と
を
協
議

決
定
し
ま
し
た
。

　
年
内
の
復
旧
を
め
ざ
し
て
、

今
後
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
す

す
め
て
参
り
ま
す
。

熊
本
県
教
育
会
館

再
建
委
員
会
を
設
置

個人保険の団体取扱いのお知らせ 会館共済からのお知らせ

平
成
27
年
度
事
業
報
告

22年度 12 160,000,000 193 16,150,000

23年度 19 206,000,000 193 17,297,000

24年度 12 135,000,000 182 16,882,000

25年度 11 145,000,000 172 13,467,000

26年度 12 178,000,000 156 9,851,000

2 医療プラン・初期入院（１日～４日） 200件 211件
3 休職見舞金 ５件 14件
4 出産祝金 126件 96件
5 退職祝金 141件 117件
6 満期祝品 45件 25件

平成22～ 26共済年度（平成22年９月～平成27年８月）の推移
■ 死亡・高度障害及び入院給付金

■ 特別給付金の給付状況 平成27年４月１日～平成28年３月31日

平成
死亡・高度障害　給付

件数（件） 件数（件）給付額（円） 給付額（円）

入院　給付

５日以上 255件 226件
30日以上 28件 29件
60日以上 19件 16件

前　年

給付　総額
819件 734件

12,107,000円 11,676,000円

NO

給付　総件数

内　　　容 給付件数

入院見舞金1

（熊本地震の為4月14日まで開催）

３月度 佐川忠邦 ペン画
４月度 坂本啓子 日本画

平成28年1月　
松下佐代さんの作品

平成28年4月
坂本啓子さんの作品

平
成
28
年
３
月

平
成
28
年
２
月

佐
川
忠
邦
さ
ん
の
作
品

藤
本
輝
美
さ
ん
の
作
品

　このたびの「熊本地震」により犠牲になられた方々に謹んでお悔やみを申し上げる
とともに、被災された皆様には心よりお見舞い申し上げます。また、各学校におかれ
ましては、児童生徒の安全と健康への対応や復興支援活動へのご尽力に深く敬意を表
しますとともに、心身ともに疲弊されていることとご推察申し上げる次第です。

　例年は『会館共済』キャンペーンのため学校訪問をさせていただいておりますが、
地震による学校現場への影響に鑑みまして、本年は５月より予定しておりました「会
館共済第32次キャンペーン」を中止させていただきました。

　しかしながら、新規加入や、加入内容の変更及び請求手続等説明を希望されていた
先生もおられるかと思い、改めまして６月から７月に一部学校へ訪問させていただく
予定です。推進担当者がご訪問した際にはご協力のほどよろしくお願いいたします。

　今回、被災された方々への支援を目的として、通常更新時にしか手続きができない
「介護保障」や「Ⅱ型年金」の加入受付を延長します。（平成28年8月5日締切）

　また、『会館共済』医療プラン入院給付金のご請求にあたり、特別取扱いを実施し
ております。詳しくは熊本県教育会館までご連絡ください。

小中学校の教職員の皆様を対象に
日本生命の保険料団体取扱いを平成28年
９月から始めます。（一部7月より開始）

◆給与システム引きなので、口座残高不足による
引き落とし不能を防ぐことができます。

◆口座振替に比べ、保険料が割安になります！
※年金保険・学資保険等の一部商品は団体取扱いの対
象外です。

教育会館では太陽生命、かんぽ生命も取扱っています。
まだ団体取扱いをされておられない方で、ご希望のお
客様は、教育会館までお問合せ下さい。

団体取扱いにすると…



県
小
中
学
校
小
倉
百
人
一
首
か

る
た
競
技
大
会
」
を
後
援
し
ま

し
た
。
今
年
も
県
下
各
地
か
ら

多
数
の
参
加
が
あ
り
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

⑷
会
館
新
築
移
転
10
周
年
を
記

念
し
て
、
平
成
18
年
８
月
よ
り

『
教
育
会
館
ア
ー
ト
の
ひ
ろ
ば
』

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
熊
本
の

教
育
に
関
係
深
い
方
の
作
品
を
、

教
育
会
館
玄
関
ホ
ー
ル
に
展
示

し
て
い
ま
す
。

⑸
そ
の
他
の
教
育
文
化
事
業
と

し
て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
『
こ

こ
ろ
ゆ
っ
た
り
講
座
』
を
８
月

11
日（
火
）に
教
育
会
館
で
開
催

し
、
日
赤
熊
本
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
の
後
藤
由
美
子
先
生
の
ご

講
演
「
上
手
な
ス
ト
レ
ス
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
法
」
と
昼
食
で
ゆ
っ

く
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
17

名
で
し
た
。

　
育
児
休
業
者
現
場
復
帰
支
援

『
カ
ム
バ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
』を
11

月
11
日（
水
）に
火
の
国
ハ
イ
ツ

で
開
催
し
ま
し
た
。
県
教
育
委

員
会
学
校
人
事
課
の
谷
脇
参
事

の
ご
講
演
「
育
児
等
に
関
す
る

諸
制
度
の
活
用
に
つ
い
て
」
と

教
育
政
策
課
福
利
厚
生
室
の
石

﨑
参
事
の
ご
講
演
「
共
済
組
合

関
係
に
つ
い
て
」
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。
ま
た
参
加
者
の
方
々

か
ら
の
要
望
が
多
い
「
育
児
休

業
経
験
者
の
お
話
」
も
、
今
年

度
は
、
菊
池
支
援
学
校
の
松
村

教
諭
、
南
ヶ
丘
小
学
校
の
東
教

諭
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し

ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
参
加
者

は
73
名
で
、
託
児
は
58
名
で
し

た
。

　
教
職
員
及
び
教
育
会
館
周
辺

の
地
域
住
民
対
象
の
「
ヨ
ー
ガ

教
室
」
は
４
年
目
を
迎
え
、
参

加
者
も
増
加
し
好
評
で
す
。

　
ま
た
、
教
職
員
向
け
の
電
話

相
談
室
『
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
』
を

毎
週
火
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
18
歳
ま
で
の
子
ど

も
の
電
話
相
談
活
動
を
行
っ
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
ハ
ー
ト
ラ

イ
ン
』
は
、
現
在
は
休
止
中
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（２）　第84号平成28（2016）年７月５日（３）　第84号 平成28（2016）年７月５日

１
．
会
館
の

　
　

財
政
運
営
に
つ
い
て

⑴
会
館
の
基
本
資
金
で
あ
る
会

館
建
設
基
金
（
出
資
金
）
に
つ

い
て
は
、
出
資
依
頼
を
中
止
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
た

な
出
資
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
出
資
金
の
返
済
は
、
退
職

等
に
よ
る
返
済
が
４
３
３
人
、

４
，３
７
４
，０
０
０
円
で
し
た
。

こ
の
結
果
出
資
金
の
残
額
は
８

４
，３
２
９
，０
０
０
円
と
な
り

ま
し
た
。
出
資
金
の
寄
付
の
申

し
出
は
１
件
６
，０
０
０
円
で

し
た
。

⑵
地
代
家
賃
は
、
１
０
０
％
納

入
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑶
会
議
室
貸
料
は
、
前
年
と
比

べ
約
２
％
の
増
と
な
り
ま
し
た

⑷
保
険
共
済
事
業
の
集
金
手
数

料
は
、
前
年
よ
り
微
減
の
約
２
，

８
５
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

会
館
共
済
の
ほ
か
個
人
保
険
団

体
取
扱
い
の
手
数
料
も
含
ん
で

い
ま
す
。
教
育
会
館
の
特
別
給

付
金
は
、
年
間
給
付
額
も
落
ち

着
い
た
状
況
で
す
。

⑸
各
種
引
当
は
、
特
別
給
付
準

備
引
当
の
計
上
基
準
の
見
直
し

を
行
い
約
１
，２
０
０
万
円
、

建
物
修
繕
を
空
調
関
係
工
事
等

の
た
め
２
，５
０
０
万
円
取
り

崩
し
ま
し
た
。
記
念
事
業
準
備

に
２
０
０
万
円
、
セ
ン
タ
ー
関

係
で
シ
ス
テ
ム
改
修
に
２
０
０

万
円
、
機
器
引
当
に
50
万
円
を

引
当
て
し
ま
し
た
。

⑹
会
計
処
理
は
、
ユ
ー
ス
会
計

社
と
の
契
約
を
継
続
し
、
適
正

な
処
理
と
円
滑
な
執
行
に
努
め

ま
し
た
。

２
．
管
理
業
務
に
つ
い
て

⑴
夜
間
や
休
日
の
管
理
警
備
は
、

３
名
と
業
務
委
託
契
約
を
結
び
、

会
館
を
常
時
使
用
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

⑵
安
全
管
理
及
び
設
備
・
備
品

の
保
守
に
つ
い
て
は
、
保
守
契

約
を
結
び
適
正
に
行
っ
て
い
ま

す
。

⑶
災
害
の
未
然
防
止
と
万
一
の

災
害
に
備
え
る
た
め
、
年
２
回

の
防
火
対
策
委
員
会
を
開
催
し

て
防
火
管
理
組
織･

自
衛
消
防

組
織
を
編
成
す
る
と
と
も
に
、

災
害
発
生
時
の
避
難
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
５
月
26
日
の
避

難
訓
練
は
、「
白
川
校
区
５
・

７
町
内
と
合
同
避
難
訓
練
」
と

し
て
実
施
し
ま
し
た
。「
災
害

時
の
一
時
避
難
場
所
提
供
に
お

け
る
施
設
利
用
に
関
す
る
協
定

書
」
を
地
域
自
治
会
と
締
結
し

て
い
ま
す
。
起
震
車
で
の
地
震

体
験
を
行
い
ま
し
た
。
11
月
26

日
の
避
難
訓
練
は
、
火
災
発
生

に
よ
る
避
難
訓
練
と
、
消
火
器

を
使
い
、
火
災
発
生
時
の
初
期

消
火
の
た
め
の
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。ま
た
専
門
業
者（
ユ
ー

ジ
ー
防
災
設
備
）
に
よ
る
消
防

設
備
点
検
を
９
月
８
日
と
３
月

２
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

⑷
建
物
の
保
守
関
係
と
し
て
は
、

アートのひろばアートのひろば

１月度 松下佐代 洋画
２月度 藤本輝美 洋画

第10次　出品者　敬称略

そ
れ
ぞ
れ
１
０
６
件
、
１
６
５

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

４
．
教
育
文
化
事
業
に
つ
い
て

⑴
教
育
会
館
設
立
25
周
年
を
記

念
し
て
平
成
２
年
よ
り
始
め
た

図
書
券
の
寄
贈
を
継
続
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
27
年
間
で
県

内
の
べ
６
０
０
校
に
寄
贈
し
ま

し
た
。
今
年
度
も
寄
贈
校
29
校

全
て
を
訪
問
し
て
寄
贈
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
寄
贈
総
額
は

３
，２
７
０
万
円
で
す
。

⑵
教
育
会
館
学
校
寄
席
は
、
６

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。「
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
に
て
公
募
し
、
今

年
は
５
つ
の
学
校
（
１
つ
の
会

場
は
共
同
開
催
で
４
つ
の
公

演
）
で
開
催
し
ま
し
た
。
ど
の

学
校
か
ら
も
、
好
評
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

⑶
熊
本
県
か
る
た
協
会
及
び
日

本
将
棋
連
盟
熊
本
県
支
部
の
事

業
を
支
援
し
、
日
本
の
伝
統
文

化
や
芸
能
の
振
興
を
図
る
た
め
、

月
１
回
の
練
習
会
や
大
会
等
に

会
場
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま

す
。

　
２
月
21
日
に
は
熊
本
県
か
る

た
協
会
主
催
の
「
第
28
回
熊
本

立
体
駐
車
場
の
ボ
ル
ト
の
緩
み

対
策
は
、
年
１
回
の
業
者
点
検

等
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
非
常

照
明
バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
、
排
煙

窓
オ
ペ
レ
ー
タ
装
置
取
替
、
バ

ト
ン
用
リ
モ
コ
ン
取
替
、
中
水

槽
フ
ー
ト
弁
取
替
、
上
水
槽
清

掃
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
大
規
模
改
修
検
討
委
員
会
」

を
平
成
27
年
度
は
３
回
開
催

し
、
特
に
空
調
関
係
の
大
規
模

改
修
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し

た
。
空
調
関
係
大
規
模
改
修
に

つ
い
て
は
、
４
月
３
日
に
業
者

へ
の
現
場
説
明
会
を
開
催
し
、

13
日
に
「
大
規
模
改
修
検
討
委

員
会
」
で
業
者
選
定
の
検
討
を

行
い
ま
し
た
。
設
計
・
監
理
は

大
和
設
計
と
契
約
を
結
び
、
施

工
は
旭
電
業（
日
立
特
約
店
）と

契
約
を
結
び
実
施
し
ま
し
た
。

５
月
半
ば
か
ら
６
月
末
に
か
け

て
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

⑸
平
成
27
年
度
は
、「
教
育
会

館
ニ
ュ
ー
ス
」
を
例
年
の
７
月
、

12
月
の
２
回
発
行
し
、
会
館
の

事
業
等
の
広
報
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用

し
て
情
報
の
開
示
と
発
信
に
努

め
ま
し
た
。

３
．
福
祉
共
済
事
業
に
つ
い
て

⑴
発
足
31
年
目
を
迎
え
た
会
館

共
済
は
、
新
規
加
入
者
が
２
５

８
名
で
加
入
者
総
数
が
１
０
，

６
８
３
名
と
な
り
ま
し
た
。
前

年
よ
り
２
９
８
名
の
減
で
し
た
。

『
遺
族
生
活
給
付
金
共
済
（
生

命
保
障
）』
に
付
加
す
る
『
医

療
プ
ラ
ン
』
は
、
昨
年
度
よ
り

１
７
４
名
減
の
５
，１
７
０
名

と
な
り
ま
し
た
。『
介
護
プ
ラ

ン
』
は
、
昨
年
度
３
，３
０
６

名
か
ら
２
５
１
名
増
の
３
，５

５
７
名
と
な
り
ま
し
た
。

　
加
入
者
の
死
亡
に
伴
う
遺
族

生
活
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
平

成
26
共
済
年
度
は
、
死
亡
12
人

（
前
年
度
11
人
）
で
給
付
総
額

は
１
億
７
，８
０
０
万
円
で
し

た
。
ま
た
、
医
療
プ
ラ
ン
の
給

付
は
１
５
６
件
で
給
付
総
額
は

９
８
５
万
１
，０
０
０
円
で
し

た
。

　
会
館
の
特
別
給
付
金
は
、
年

間
給
付
額
が
約
１
，２
０
０
万

円
程
度
と
落
ち
着
い
た
状
況
で

す
。

⑵
会
館
共
済
Ⅱ
型
は
、
新
規
加

入
者
は
６
名
、
退
職
等
に
よ
り

52
名
の
減
で
加
入
者
総
数
は
66

名
に
な
り
ま
し
た
。

⑶『
傷
害
プ
ラ
ン
』
の
新
規
加

入
者
は
１
名
、
加
入
者
総
数
は

１
２
３
名
と
な
り
ま
し
た
。　

⑷
会
館
共
済
特
別
給
付
金
の
申

請
に
対
し
て
は
、給
付
の
適
正
・

迅
速
化
を
図
る
た
め
に
、
給
付

審
査
委
員
会
を
毎
月
２
回
開
催

し
、
半
月
毎
に
審
査
・
給
付
の

体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

⑸
共
済
事
業
の
制
度
や
運
営
の

あ
り
方
等
に
つ
い
て
は
、
制
度

検
討
委
員
会
で
検
討
を
行
っ
て

い
ま
す
。
30
次
よ
り
導
入
の
誕

生
祝
金
や
日
帰
り
入
院
は
好
評

を
得
て
い
ま
す
。

⑹
個
人
保
険
の
団
体
取
扱
い
に

つ
い
て
は
、
太
陽
生
命
は
10
月

よ
り
、
か
ん
ぽ
生
命
は
２
月
よ

り
開
始
し
、
27
年
度
末
現
在
で

５
．
事
務
受
託
事
業
（
熊
本
県

教
職
員
厚
生
情
報
セ
ン

タ
ー
）
に
つ
い
て

⑴
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
業
務
委
託
契
約
に
基
づ
き

教
育
会
館
が
運
営
主
体
と
な
っ

て
行
っ
て
い
ま
す
。
主
な
事
業

で
あ
る
小
中
学
校
関
係
教
職
員

の
利
用
代
金
（
生
活
協
同
組
合

く
ま
も
と
、
熊
本
県
教
職
員
組

合
、
教
育
会
館
）
の
請
求
及
び

収
納
に
つ
い
て
は
、
順
調
に
運

用
で
き
て
い
ま
す
。
各
団
体
間

の
連
絡
調
整
を
行
い
、
ス
ム
ー

ズ
な
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
教
育
貢
献
と
し
て
セ
ン

タ
ー
か
ら
も
教
育
文
化
事
業
の

図
書
寄
贈
の
費
用
を
一
部
負
担

し
ま
し
た
。
ま
た
平
成
28
年
４

月
よ
り
、「
ご
利
用
代
金
の
お
知

ら
せ
」
の
カ
ス
タ
マ
バ
ー
コ
ー

ド
利
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

⑵
個
人
情
報
の
適
正
管
理
に
つ

い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
基
本

規
程
に
基
づ
き
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
に
つ
い

て
は
、
教
育
会
館
の
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
規
程
及
び
セ
ン
タ
ー

の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
方
針
に

基
づ
い
て
適
正
運
用
に
努
め
て

い
ま
す
。セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
内
部

監
査
支
援
業
務
の
委
託
契
約
を

結
び
、
年
２
回
行
う
よ
う
に
し

ま
し
た
。
９
月
29
日
と
３
月
３

日
に
実
施
し
、
両
回
と
も
「
不

適
合
事
項
は
、
今
回
の
監
査
に

お
い
て
発
見
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。」
と
い
う
報
告
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
監
事
会
に
は
、
そ

の
内
部
監
査
支
援
業
務
の
結
果

報
告
、
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
５
月
10
日（
火
）に
、
熊
本
地
震

対
応
の
た
め
の
第
17
回
理
事
会

を
臨
時
で
開
催
し
ま
し
た
。
甚
大

な
被
害
が
あ
り
、
そ
の
規
模
は
修

繕
・
改
修
と
い
う
程
度
で
は
な
く
、

会
館
の
維
持
、
運
営
に
つ
い
て
根

本
的
に
見
直
し
の
必
要
が
あ
る
大

き
さ
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
そ
う
い
う
状
況
の
中
で
会
館

の
再
建
を
早
期
に
図
る
た
め
に

「
熊
本
県
教
育
会
館
再
建
委
員

会
」
の
設
置
を
決
め
ま
し
た
。

　
こ
の
委
員
会
で
は
、
今
後
の
会

館
の
維
持
、
運
営
を
見
通
し
た
建

物
再
建
及
び
そ
の
財
政
的
な
計

画
を
策
定
し
、
実
施
し
ま
す
。
再

建
委
員
会
は
、
会
館
設
立
の
関
係

団
体
よ
り
４
名
、
有
識
者
と
し
て

教
育
会
館
の
元
理
事
長
よ
り
２

名
、
理
事
長
及
び
専
務
理
事
の
計

８
名
で
構
成
し
ま
す
。

　
第
１
回
委
員
会
は
５
月
30
日

（
月
）
に
開
催
し
、
設
計
業
者
や

施
工
業
者
の
選
定
の
方
法
と
建

物
減
価
償
却
引
当
預
金
・
建
物

修
繕
引
当
預
金
を
取
崩
し
会
館

再
建
の
費
用
に
あ
て
る
こ
と
を
協

議
し
ま
し
た
。

　
第
２
回
委
員
会
は
６
月
８
日

（
水
）
開
催
し
、
設
計
・
監
理
業

者
を
決
定
し
復
旧
工
事
の
た
め
の

調
査
・
設
計
に
入
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
、
ま
た
調
査
で
被
災
状
況
が

被
災
度
区
分
小
破
以
上
と
予
想

さ
れ
る
と
き
は
至
急
報
告
し
て
い

た
だ
き
再
検
討
す
る
こ
と
を
協
議

決
定
し
ま
し
た
。

　
年
内
の
復
旧
を
め
ざ
し
て
、

今
後
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
す

す
め
て
参
り
ま
す
。

熊
本
県
教
育
会
館

再
建
委
員
会
を
設
置

個人保険の団体取扱いのお知らせ 会館共済からのお知らせ

平
成
27
年
度
事
業
報
告

22年度 12 160,000,000 193 16,150,000

23年度 19 206,000,000 193 17,297,000

24年度 12 135,000,000 182 16,882,000

25年度 11 145,000,000 172 13,467,000

26年度 12 178,000,000 156 9,851,000

2 医療プラン・初期入院（１日～４日） 200件 211件
3 休職見舞金 ５件 14件
4 出産祝金 126件 96件
5 退職祝金 141件 117件
6 満期祝品 45件 25件

平成22～ 26共済年度（平成22年９月～平成27年８月）の推移
■ 死亡・高度障害及び入院給付金

■ 特別給付金の給付状況 平成27年４月１日～平成28年３月31日

平成
死亡・高度障害　給付

件数（件） 件数（件）給付額（円） 給付額（円）

入院　給付

５日以上 255件 226件
30日以上 28件 29件
60日以上 19件 16件

前　年

給付　総額
819件 734件

12,107,000円 11,676,000円

NO

給付　総件数

内　　　容 給付件数

入院見舞金1

（熊本地震の為4月14日まで開催）

３月度 佐川忠邦 ペン画
４月度 坂本啓子 日本画

平成28年1月　
松下佐代さんの作品

平成28年4月
坂本啓子さんの作品

平
成
28
年
３
月

平
成
28
年
２
月

佐
川
忠
邦
さ
ん
の
作
品

藤
本
輝
美
さ
ん
の
作
品

　このたびの「熊本地震」により犠牲になられた方々に謹んでお悔やみを申し上げる
とともに、被災された皆様には心よりお見舞い申し上げます。また、各学校におかれ
ましては、児童生徒の安全と健康への対応や復興支援活動へのご尽力に深く敬意を表
しますとともに、心身ともに疲弊されていることとご推察申し上げる次第です。

　例年は『会館共済』キャンペーンのため学校訪問をさせていただいておりますが、
地震による学校現場への影響に鑑みまして、本年は５月より予定しておりました「会
館共済第32次キャンペーン」を中止させていただきました。

　しかしながら、新規加入や、加入内容の変更及び請求手続等説明を希望されていた
先生もおられるかと思い、改めまして６月から７月に一部学校へ訪問させていただく
予定です。推進担当者がご訪問した際にはご協力のほどよろしくお願いいたします。

　今回、被災された方々への支援を目的として、通常更新時にしか手続きができない
「介護保障」や「Ⅱ型年金」の加入受付を延長します。（平成28年8月5日締切）

　また、『会館共済』医療プラン入院給付金のご請求にあたり、特別取扱いを実施し
ております。詳しくは熊本県教育会館までご連絡ください。

小中学校の教職員の皆様を対象に
日本生命の保険料団体取扱いを平成28年
９月から始めます。（一部7月より開始）

◆給与システム引きなので、口座残高不足による
引き落とし不能を防ぐことができます。

◆口座振替に比べ、保険料が割安になります！
※年金保険・学資保険等の一部商品は団体取扱いの対
象外です。

教育会館では太陽生命、かんぽ生命も取扱っています。
まだ団体取扱いをされておられない方で、ご希望のお
客様は、教育会館までお問合せ下さい。

団体取扱いにすると…



（１）　第84号 平成28（2016）年７月５日

第17回理事会で熊本県
教育会館再建委員会設置
会館共済よりお知らせ
日本生命よりお知らせ
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島田 末吉
TEL 096-372-3800

熊本市中央区九品寺1丁目11-4
熊本県教育会館事務局

一
般
財
団
法
人

熊
本
県
下
に
甚
大
な
被
害

震度７が
２度も襲う！
震度７が
２度も襲う！

熊
本
地
震

（４）　第84号平成28（2016）年７月５日

平成28年度事業計画
４面

１
． 

会
館
の

　
　

財
政
・
管
理
運
営
に
つ
い
て

⑴
熊
本
地
震
は
、
熊
本
県
教
育

会
館
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
そ
の
規
模
は
修

繕
・
改
修
と
い
う
程
度
で
は
な

く
、
会
館
の
維
持
、
運
営
に
つ

い
て
根
本
的
に
見
直
し
の
必
要

が
あ
る
大
き
さ
で
す
。
そ
こ
で
、

熊
本
県
教
育
会
館
再
建
委
員
会

を
設
置
し
、
会
館
の
再
建
を
早

期
に
図
り
ま
す
。

⑵
熊
本
地
震
に
対
応
す
る
財
政

計
画
は
熊
本
県
教
育
会
館
再
建

委
員
会
で
協
議
を
進
め
ま
す
。

建
物
減
価
償
却
引
当
預
金
、
建

物
修
繕
引
当
預
金
を
取
崩
し
、

会
館
再
建
の
費
用
に
あ
て
ま
す
。

ま
た
、
公
益
目
的
実
施
事
業
に

つ
い
て
は
、
行
政
当
局
や
ユ
ー

ス
会
計
社
と
も
相
談
し
、
適
正

な
執
行
に
な
る
よ
う
に
努
め
ま

す
。

⑶
教
育
会
館
の
安
全
管
理
の
た

め
、
関
係
機
関
と
連
絡
を
密
に

行
い
保
守
体
制
を
堅
持
し
ま
す
。

会
館
の
再
建
に
伴
う
改
修
に
つ

い
て
は
、
大
規
模
改
修
検
討
委

員
会
で
の
意
見
も
踏
ま
え
、
熊

本
県
教
育
会
館
再
建
委
員
会
で

協
議
し
、
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
自
治
会

の「
地
域
指
定
一
時
避
難
場
所
」

の
指
定
を
受
け
、
災
害
時
に
地

域
住
民
に
施
設
の
一
部
を
提
供

で
き
る
体
制
を
行
政
当
局
と
も

相
談
し
な
が
ら
整
え
ま
す
。

⑷
一
般
財
団
法
人
熊
本
県
教
育

会
館
へ
の
移
行
趣
旨
を
基
に
、

定
款
に
従
っ
た
機
関
運
営
を
行

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
教
育
会

館
を
設
立
し
た
両
教
職
員
組
合

を
は
じ
め
、
教
職
員
の
諸
団
体

や
行
政
当
局
と
の
連
絡
を
密
に

行
い
な
が
ら
適
正
な
事
業
執
行

に
努
め
ま
す
。

⑸
個
人
情
報
保
護
の
重
要
性
を

踏
ま
え
、
法
令
及
び
そ
の
他
の

規
範
、
会
館
の
規
定
に
基
づ
き
、

個
人
情
報
を
適
切
に
取
り
扱
う

よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
会
館
の

会
員
管
理
は
会
館
内
に
設
置
し

た
熊
本
県
教
職
員
厚
生
情
報
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
行
い
ま
す
。

⑹「
教
育
会
館
ニ
ュ
ー
ス
」
を

発
行
し
、
教
育
会
館
設
立
の
目

的
や
現
状
を
全
教
職
員
に
知
ら

せ
ま
す
。ま
た
、教
育
会
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
情
報

の
開
示
と
発
信
に
努
め
ま
す
。

２
． 

保
険
共
済
事
業
に
つ
い
て

⑴
会
館
共
済
を
継
続
し
ま
す
。

熊
本
地
震
の
影
響
に
よ
り
平
成

28
年
度
は
、
例
年
の
よ
う
な
募

集
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
中
止
し
ま

す
が
、
そ
れ
に
代
わ
る
加
入
促

進
の
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

⑵
平
成
28
年
度
よ
り
始
め
た
個

人
保
険
の
団
体
取
扱
い
に
つ
い

て
は
、
事
業
の
安
定
・
拡
大
化

に
努
め
ま
す
。

⑶
熊
本
県
下
の
教
育
関
係
者
の

要
望
を
も
と
に
、
制
度
検
討
を

進
め
ま
す
。

３
．
教
育
文
化
事
業
に
つ
い
て

⑴
教
育
文
化
事
業
に
つ
い
て
は

制
度
検
討
委
員
会
で
協
議
し
ま

し
た
。
結
果
、
熊
本
地
震
の
影

響
を
考
慮
し
、
平
成
28
年
度
に

つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
対
応

し
ま
す
。

⑵
図
書
寄
贈
は
、
平
成
28
年
度

は
中
止
し
ま
す
。

⑶
８
月
開
催
予
定
だ
っ
た
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
「
こ
こ
ろ
ゆ
っ
た

り
講
座
」
は
中
止
し
ま
す
。
育

児
休
業
者
現
場
復
帰
支
援
「
カ

ム
バ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
」
を
11
月

９
日
（
水
）
に
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
会
場
が
教
育
会
館
で
あ

る「
パ
パ
マ
マ
広
場
」と「
ヨ
ー

ガ
教
室
」
は
、
会
館
再
建
の
状

況
を
み
て
再
開
し
ま
す
。

⑷「
教
育
会
館
学
校
寄
席
」
は
、

平
成
28
年
度
は
中
止
し
ま
す
。

ま
た
、「
熊
本
県
か
る
た
協
会
」、

「
日
本
将
棋
連
盟
熊
本
県
支
部
」

の
活
動
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

会
館
再
建
ま
で
中
止
し
ま
す
。

⑸
教
育
会
館
ロ
ビ
ー
を
活
用
し

た
「
ア
ー
ト
の
ひ
ろ
ば
」
は
、

会
館
再
建
ま
で
中
止
し
ま
す
。

⑹
教
職
員
の
電
話
相
談
室
「
レ

モ
ン
グ
ラ
ス
」
を
継
続
し
ま
す
。

ま
た
「
親
と
子
と
教
職
員
の
教

育
相
談
室
」、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ハ

ー
ト
ラ
イ
ン
く
ま
も
と
」
の
子

ど
も
電
話
相
談
活
動
（
現
在
休

止
中
）
を
支
援
し
ま
す
。

４
．
事
務
受
託
事
業
（
熊
本
県

教
職
員
厚
生
情
報
セ
ン

タ
ー
）
に
つ
い
て

⑴
生
活
協
同
組
合
く
ま
も
と
及

び
熊
本
県
教
職
員
組
合
と
の
業

務
委
託
契
約
に
基
づ
き
、
効
率

　育児休業中で現場復帰される際に、子どもを抱え大きな
ストレスを感じてらっしゃる先生に少しでも不安を解消し
てスムーズに現場復帰できるように、県教育委員会、公立
学校共済組合にご協力いただいて開催します。

日時 11月９日（水）　13:00 ～ 16:00
会場 火の国ハイツ　熊本市東区石原２丁目２番28号
内容 セミナー ◎育児等に関する諸制度の活用等について（予定）
　　　　　　  ◎現場復帰に伴う諸手続き等について（予定）
　　 ティータイム　◎質問や情報交換
対象 公立学校に勤務する教職員で育児休業を取得中または
　　 予定の方　70名　※託児もあります
申込 「教育会館ホームページ」に9月より申込方法を
　　 掲載予定（応募者多数の場合は会館共済加入者を優先いたします）

●熊本県教育会館（096・372・3800）担当（緒方・福永）

取
り
戻
す
た
め
、
と
も
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

４
月
14
日
（
木
）
21
時
26
分…

熊
本
に
震
度
７
の
激
震
が
走
り
ま

し
た
。
体
験
し
た
こ
と
が
な
い
大
き
な
揺
れ
、
続
け
ざ
ま
に
起
こ
る

大
き
な
余
震
、
不
安
な
思
い
で
深
夜
か
ら
翌
日
と
時
間
が
過
ぎ
て
い

き
ま
し
た
。
16
日
（
土
）
１
時
25
分…

再
び
震
度
７
の
激
震
が
！
（
本

震
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
前
震
と
な
り
）
こ
の
揺
れ
が
本
震
と
な
り

ま
し
た
。
震
度
７
が
２
回
も
続
く
と
い
う
こ
の
よ
う
な
地
震
は
、
予

想
外
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
死
傷
者
の
数
、
避
難
者
の
数
（
今
な

お
自
宅
に
帰
れ
ず
、
避
難
所
や
車
中
泊
の
方
々

…

）、
家
・
建
物
（
あ
の
熊
本
城
が…

）
や
道
路
・

橋
（
あ
の
阿
蘇
大
橋…

）、
田
畑
や
山
林…

身

近
だ
っ
た
も
の
の
甚
大
な
被
害
で
す
！　

教
育

会
館
も
甚
大
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
は
，
県
下
及
び
九
州
各
県
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

余
震
が
ま
だ
続
き
終
息
が
見
え
な
い
中
で
す
が
、
元
気
な
熊
本
を

～育児休業者現場復帰支援～

教育会館も甚大な被害

新
理
事
長
あ
い
さ
つ

　
今
年
度
４
月
よ
り
、
新
理
事

長
に
就
任
し
た
島
田
末
吉
と
申

し
ま
す
。
皆
様
方
に
は
日
頃
よ

り
一
般
財
団
法
人
熊
本
県
教
育

会
館
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
就
任
し
て
す
ぐ
に
熊

本
地
震
が
発
生
し
、
教
育
会
館

も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま

し
た
。
震
災
初
日
か
ら
会
館
に

は
地
域
の
方
が
多
数
避
難
し
て

来
ら
れ
、
今
村
専
務
理
事
と
泊

ま
り
が
け
で
対
応
し
ま
し
た
。

水
害
の
時
か
ら
一
時
避
難
所
と

し
て
活
用
さ
れ
る
な
ど
、
地
域

に
も
認
知
さ
れ
た
法
人
と
し
て

の
会
館
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
教
育
会
館
と
し
て
、

教
職
員
の
福
利
厚
生
や
教
育
文

化
事
業
、
地
域
へ
の
貢
献
な
ど

に
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
指
導
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

島田 末吉

的
な
組
織
・
運
営
体
制
を
構
築

し
、
財
務
の
健
全
化
に
努
め
ま

す
。

⑵
個
人
情
報
の
適
正
管
理
に
つ

１
．
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
会
館
の
再
建
を
最
優
先
課
題
と
し
て
、

早
期
の
経
営
安
定
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

２
．
一
般
財
団
法
人
と
し
て
の
機
関
運
営
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

基
本
と
し
定
款
の
規
定
に
従
い
ま
す
。

３
．
教
職
員
が
教
育
に
専
念
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
教
職
員

を
支
え
る
「
福
利
厚
生
関
係
団
体
」
相
互
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
事
業
計
画

い
て
は
、
法
令
及
び
諸
規
定
等

に
従
い
、
適
正
運
用
に
努
め
ま

す
。

カムバックセミナーカムバックセミナー

構造体はしっかりしており、１～４階の業務は続けています。
屋根、壁、5階、天井、タイル等が大きな被害を受けました。

地震対応の臨時理事会を５月10日（火）に、また定例の理事会、
評議員会をそれぞれ６月10日（金）、24日（金）に開催し、地震
対応を含めた事業計画・予算案を承認していただきました。

教育会館の諸事業の中止のお知らせとお詫び

このような状況ですので、アートのひろば（4～ 5、8月）、会館
共済32次キャンペーン（5～ 6月）、図書寄贈（7月）、メンタル
ヘルス講座（8月）、会館寄席（10月）は中止します。なお、パパ
ママ広場、ヨーガ教室は、会館が復旧しだい再開予定です。ま
た会議室の使用につきましても、ご迷惑をおかけしております
が、ご理解のほど、よろしくお願い申し上げます。

地域一時避難場所として　教育会館も受入

　４月14日（木）の前震の直後から、地域の方々の一時避難場所
として教育会館で受け入れを開始しました。４月16日（土）の本
震後は100名近くの方が避難し
てこられました。教育会館の屋
上外壁落下の危険が判明したた
めに受入は18日（月）からは中止
しましたが、一時避難場所とし
て地域のためにお役に立てたと
思っています。

屋上側面のコンクリート壁
が落下のおそれ。右のよう
な緊急対応を行う。

市・警察に連絡し通行止め
に。裏側の駐車場も一部使
用不可にして対応。

外からはワイヤーを張って
落下防止、内側はＬ字鋼、
鎖で固定し落下防止。

５階会議室の天井が崩壊。
現在もこの状態のまま。

西側外壁の亀裂状況。
内部にも同様の亀裂。

屋上エアコン室外機が破損。
７台を交換、修理。

先生のがんばり過ぎ度チェ～ック！先生のがんばり過ぎ度チェ～ック！
下記の質問にＹＥＳの先生は、是非お電話ください。

いつも怒らない様な
ことでカッと
なりますか？

家に帰り着きソファーでちょっと
休むつもりが、目が覚めたら夜中
だったことが
ありますか？

教育会館独自の相談窓口です。
専門の相談員にお願いしています。
上記以外でも、お気軽にお電話ください。 毎週火曜日　19 時～ 22 時

「ハートラインくまもと」

毎週火・水・金　９時～15時（電話・面談）

「親と子と教職員の教育相談室」の支援を始めました。
TEL 096-372-1525

子ども電話相談活動は現在休止中です。

「教職員電話相談室 レモングラス」
TEL 080-1737-0981

氏　名 区　分（所属 等） 備考

大塚　敏彦 全体区分 （熊本県教育庁） 

緒方　公 〃 （熊本市教育委員会） 

西村　登 〃 （熊本県小中学校長会） 

小林　博 〃 （熊本県公立高等学校長会） 

松本　克己 地域区分 （南阿蘇西小学校） 

丸野　純哉 〃 （尾ノ上小学校） 

久木田絹代  （合志中学校） 

上杉謙一郎  （南ヶ丘小学校） 

山口恵二郎 〃 （熊本県立盲学校） 

青木　栄 〃 （熊本県高等学校教職員組合） 

光永　新治 〃 （小中学校退職者） 

小林　敏夫 〃 （県立学校退職者） 

野田　実 全体区分 （元理事長） 

岩田　智子 〃 （元理事長、県議会議員） 

平江　佳幸 〃 （前理事長、荒尾第四中学校） 

赤塚　敏 〃 （元副理事長） 

今村　良博 地域区分 （熊本県教職員組合） 専務理事

竹田　妙子 〃 （西合志南小学校） 

西嶋　正 〃 （熊本県教職員組合） 副理事長

島田　末吉 〃 （熊本県教職員組合） 理事長

石井　雅臣 〃 （熊本県高等学校教職員組合） 副理事長

水谷　博子 〃 （玉名高等学校） 

田川　勝也 〃 （小中学校退職者） 

正林　民雄 〃 （県立学校退職者） 

吉永賢一郎 全体区分 （公認会計士） 代表監事

真嶋　郁子 地域区分 （大津小学校） 

須藤　哲郎 〃 （三角中学校） 

石原　哲也 〃 （熊本支援学校） 

名島　弘和 〃 （小中学校退職者） 

嶋田　久義 〃 （県立学校退職者） 

評
議
員

理
事

監
事

評議員、役員（理事・監事）  平成 28年 7月 5日現在


	教育会館ニュース（84号）01
	教育会館ニュース（84号）02
	教育会館ニュース（84号）03
	教育会館ニュース（84号）04

